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自主防災組織の訓練状況
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訓練実施率が落ちている

実施率（％）

令和２年
　新型コロナウイルス

　　　　　　感染拡大

総合防災訓練が２年連続
　　　実施できていないなど

訓練の大半が

　　　　　　中止・縮小
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△10.5pt

△45.0pt

△6.6pt

H24との比較
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○　総合防災アプリ「静岡県防災」の活用により、接触機会の低減

○　感染を拡大させないよう、発熱者専用のスペースを確保
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オミクロン株に移行し

ウイルスが弱毒化

感染症流行下を想定した訓練の例

感染防止対策を
　前提とした

　　訓練の再開

本県の
　災害対応力の

　　　　　　　向上

津波避難訓練
（津波対策推進旬間(３月上旬～中旬))

○ 人事異動直後における災害対策本部の初動

体制の確認

○ 自助 、共助公助が連携した総合的な

災害対応能力向上を図る。

全職員参集訓練　(４月)

総合防災訓練
(防災週間(８月30日～９月５日))

○ 住民に対する情

報伝達、住民によ

る避難場所や避難

経路の確認、水門

閉鎖等を実施

○ 国や市町、防災関係機関と連携した

図上訓練

地震対策オペレーション
(防災とボランティア週間(１月中旬))

地域防災訓練
(地域防災の日(12月４日）)

○ 消火や避難、要支援者の支援など地域の

リスクを踏まえた訓練

　を実施

夜間避難訓練

第６回緊急消防援助隊全国合同訓練
(図上訓練７月27日、実動訓練11月12、13日）

○　南海トラフ地震

等の大規模災害

への対応力強化

を図る。

○　全国規模の参集

　　訓練及び実践的

な部隊運用訓練
4

自助・共助
（住民の早期避難・避難所運営など）

公助（市町や関係機関との連携）

自助・共助・公助の連携

本県の受援体制の構築



○ 富士山火山広域避難計画に定める 登山者への　

情報伝達体制の確認が主な目的

○ 登山者への情報伝達訓練を実施

○ 原子力災害応急対応の習熟、関係機関の連携体

制の強化及び浜岡地域広域避難計画等の検証が

目的

○ オフサイトセンター運営訓練、住民避難訓練等を

実施

富士山火山防災訓練（７月中旬）
原子力防災訓練
　　　　　　　　　　　（１月下旬～２月中旬）
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防災週間

図上訓練

実動訓練

本部運営訓練

８月下旬～９月上旬頃

各市町計画で訓練

 ８月30日（火）から９月５日（月）

静岡県・島田市・牧之原市・吉田町・川根本町総合防災訓練

　テーマ：大井川流域・沿岸地域の協力・連携

　　　　　　　　　　　～　減災への更なるステップ　～

日　時：令和４年９月４日（日）　８:00　～　12:00

場　所：島田市、牧之原市、吉田町、川根本町、富士山静岡空港等

想　定：令和４年９月４日（日）　朝

　　　　　大規模な地震が発生し、県内の広い範囲で震度７の揺れを

　　　　観測、間もなくして沿岸部に大津波が襲来した。


